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＜開会挨拶＞ 

ホジャムハメドフ・トルクメニスタン日本経済委員会 会長／トルクメニスタン副首相 

 

会議の開会に先立ち、一言申し上げます。ベルディムハメドフ・トルクメニスタン大統領閣下

の日頃の仕事のおかげで、また日本国安倍首相率いる日本政府の皆様方のおかげで両国関係は発

展しております。 

そして本日の会議に日本側から数多くの世界的企業が参加してくださっており、とても嬉しく

思います。今回の第 11 回合同会議はとても充実したものになると思います。新しい契約がいくつ

も結ばれ、両国の関係がますます深まるものと確信しております。 

ありがとうございます。 
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小林洋一・日本トルクメニスタン経済委員会 会長／ 

伊藤忠商事㈱代表取締役副社長執行役員 

 

尊敬するホジャムハメドフ副首相・トルクメニスタン日本経済委員会会長閣下、トルクメニス

タン日本経済委員会代表団の皆様、ならびにご来賓、ご列席の皆様。日本トルクメニスタン経済

委員会を代表し、開会の挨拶をさせていただきます。 

先ず、ホジャムハメドフ副首相閣下およびトルクメニスタン代表団の皆様には、本日の会議開

催のためにご尽力いただきましたことに対して心よりお礼申し上げます。本日の会議には、民間

企業の代表、また外務省、経済産業省、国際協力銀行、日本貿易保険、日本貿易振興機構の代表、

総勢約 80 名の皆様に参加をいただいております。 

今回の経済合同会議では、双方の報告の後に質疑応答の時間を設けておりますので、参加者の

皆様には忌憚のない意見交換をしていただきますようお願い致します。なお、質疑応答の後には

本合同会議の議定書の署名式を行う予定です。 

最後になりますが、本日の合同会議が実り多いものとなりますよう、精一杯努めさせていただ

く所存ですので、ご列席の皆様のご協力、何卒よろしくお願い申し上げます。簡単ながら、私か

らの開会の挨拶とさせていただきます。 
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信谷和重・経済産業省通商政策局欧州課 課長／ロシア・中央アジア・コーカサス室 室長 

 

第 11 回日本トルクメニスタン経済合同会議の開催にあたり、経済産業省を代表し、一言ご挨拶

申し上げます。 

はじめに、日頃より、日本とトルクメニスタンの経済関係の発展のため、ホジャムハメドフ副

首相閣下をはじめとするトルクメニスタン日本経済委員会の皆様、小林会長をはじめとする日本

トルクメニスタン経済委員会会員企業の皆様、そして事務局であるロシア NIS 貿易会の皆様のご

尽力に感謝するとともに、敬意を表したいと思います。 

この経済合同会議はトルクメニスタンの独立から３年後の 1994 年に設立されて以来、東京とア

シガバートで交互に開催され、今回で第 11 回、今年で 20 周年を迎えることになりました。この

間、我が国とトルクメニスタンは一貫して良好な二国間関係を維持・発展させてきております。

相互理解の深化において、この会議の果たしてきた役割は大変大きいと認識しております。 

この 20 年間を振り返れば、日本は成長の低迷とデフレーションに悩まされてきました。そこで、

この状況から脱却すべく、一昨年 12 月に誕生した安倍政権は、いわゆる「アベノミクス」と呼ば

れる経済政策を強力に推進しております。この政策は、（１）大胆な金融政策、（２）機動的な財

政政策、（３）民間投資を喚起する成長戦略、と三つの柱から成っており、これらを通称「三本の

矢」と呼んでおりますが、その三番目の「成長戦略」の実現においては、日本企業の「国際展開

戦略」が重要な要素の一つとなっています。 

一方、トルクメニスタンは、豊富なエネルギー資源と繊維産業等の発展によって、持続的な高

成長を続けています。昨年９月のベルディムハメドフ大統領閣下のご来日は、我々としても大変

光栄であり、二国間関係の発展においても極めて意義深いものであったと思います。大統領閣下

は、ご滞在中、天皇・皇后両陛下とのご会見や安倍総理大臣との首脳会談を行われるとともに、

ビジネスフォーラムへのご出席や日本企業のご視察等、精力的にスケジュールをこなされ、充実

した訪日になったものと認識しております。 

また、大統領閣下の訪日を機に、経済面においても、総額１兆円を越えるプロジェクトに係る

契約や枠組みへの署名が行われるなど、我が国とトルクメニスタンとの経済関係がさらに飛躍的

に進展したものと考えております。日本企業は、引き続き、トルクメニスタンにおいて、天然ガ

スの高度化工プロジェクトや GTL（Gas to Liquid）プロジェクト、また随伴ガス抽出など石油・

ガス化学分野のプラント建設などを中心に活動しており、その他にも、医療サービス・機器の導

入、映像・情報通信機器の導入、建設機器や自動車関連部品の販売など、幅広い分野において、

活発に活動しております。今回の経済合同会議は、こうしたプロジェクトやビジネスをさらに進

めるとともに、両国間のパートナーシップを更に強化・発展させる重要な機会であると考えます。 

また、本日は JETRO、JBIC、NEXI が参加しており、それぞれの活動について報告を予定して

おりますが、具体的にプロジェクトやビジネスを進めていく上で、これら政府系機関の果たす役

割は非常に大きいものがあります。本日は、是非、両国間で活発な意見交換が行われ、双方のニ

ーズ等についての認識が深まることを期待しております。経済産業省としては、引き続き、ロシ

ア NIS 貿易会や在京大使館のご協力を得ながら、セミナーの開催やミッション派遣等、新しいビ

ジネスを発掘するための事業も積極的に展開していきます。ご清聴ありがとうございました。 
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沖本康成・在トルクメニスタン日本大使 

 

小林会長、ホジャムハメドフ会長、両国の政府機関および企業関係者の皆様。本日アシガバー

ト市において、トルクメニスタン政府の多大なる御支援の下、90 名を超える我が国の政府・企業

関係者の参加を得て、第 11 回日本トルクメニスタン経済合同会議が開催されますことを嬉しく思

います。 

今日、我が国とトルクメニスタンの関係は政治・経済分野を中心に飛躍的な進歩を遂げていま

す。政治分野では、2013 年５月に在京トルクメニスタン大使館が開設され、2013 年９月にはベル

ディムハメドフ・トルクメニスタン大統領の二度目の日本への公式訪問が成功裏に実現した他、

大統領訪日直前には日本において日本・トルクメニスタン友好議員連盟が創設され、両国間の議

会間交流が始まりました。さらに、2013 年 11 月にはエリャソフ初代駐日トルクメニスタン大使

が着任し、天皇陛下に信任状を捧呈しました。2014 年４月には牧野京夫外務大臣政務官が当地を

訪問し、ベルディムハメドフ大統領、メレドフ副首相兼外務大臣、そしてこの場におられますホ

ジャムハメドフ副首相との間で有意義な会談を行いました。今後も両国間の要人往来の加速化が

期待されます。 

経済分野では、2013 年９月のベルディムハメドフ大統領の訪日を経て、両国の経済関係は新た

なレベルへと引き上げられました。大統領訪日の際に両国間で署名された各種大型経済プロジェ

クトが、実現に向けてその歩みを止めずに、着々と進んでいることを大変嬉しく思います。これ

もひとえに、両国の指導者の力強いイニシアティブの下で、両国の政府および企業関係者が日々

真剣に、そして真摯に、互いのパートナーと協力してきたからにほかなりません。 

在トルクメニスタン日本国大使館もまた、日本企業支援を主要業務の一つに据えて、積極的な

活動を展開しております。特に 2012 年以降、査証取得支援やトルクメニスタンの政府閣僚級との

面談アレンジ支援を積極化した結果、トルクメニスタンを来訪する日本企業数は４～５倍に急増

しました。さらに、我が大使館による日本企業とトルクメニスタン政府閣僚級との面談アレンジ

実績について申し上げれば、2012 年度下半期は 79 件、2013 年度上半期は 89 件、下半期は 52 件

に達しました。日本国大使館としても、引き続き、官民一体となり、日本とトルクメニスタンの

経済関係を発展させるとの強い意志を持ちつつ、当地における日本企業支援活動を継続して参り

ます。 

最後に、今回の経済合同会議が、石油ガス化学、医療、ハイテク、発電等、両国の経済関係の

幅広い分野での更なる発展の契機となることを期待し、そして、本日の経済合同会議開催のため

にご尽力いただいた両国の経済委員会関係者の皆様をはじめとするすべての方々に心からの御礼

を申し上げて、御挨拶に代えさせていただきます。御静聴ありがとうございました。 
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＜基調報告＞ 

ホジャムハメドフ副首相  

 

皆様、あらためてご挨拶申し上げます。第 11 回日本トルクメニスタン経済合同会議参加者の皆

様、ホスピタリティーに富んだトルクメニスタンにようこそお越しくださいました。会議が成功

し、実り多い成果となることをお祈りしております。 

トルクメニスタン政府と我が国の尊敬するベルディムハメドフ大統領は日本トルクメニスタン

経済合同会議の役割を非常に重視しております。日本はトルクメニスタンの外交および対外経済

政策において特別な地位を占めております。日本のファイナンス、テクノロジー、市場といった

リソースは経済基盤の発展を進めるトルクメニスタンの関心を強く引いております。 

2014 年３ヶ月間の実績を見てみると、トルクメニスタンと日本の貿易額は 1,406 万ドル、輸出

は２万ドル、輸入は 1,404 万ドルでした（発言ママ）。 

現在トルクメニスタンにおいては日本企業が参画したプロジェクト 29 件が登記されています。

これは総額にして７億 8,121 万ドルおよび 1,112 億 9,533 万円ということになります（発言ママ）。

トルクメニスタンでは日本の資本が参加した５つの経済主体が登記されており、３つは事務所、

２つは支店です。 

トルクメニスタンと日本との二国間の関係において重要な役割を果たしているのはトルクメニ

スタンの国家政策、「オープン・ドア」政策であります。これを裏付ける出来事として、昨年 2013

年９月 11～13 日に行われました尊敬するベルディムハメドフ大統領を団長とする政府代表団の

日本公式訪問が挙げられます。その中で、互恵的パートナーシップに基づく国家間関係を基盤と

するいくつもの成果があげられました。 

そして昨年８月 29 日にアシガバートで、９月 12 日には東京においてそれぞれ開催されたビジ

ネスフォーラムは高いレベルのものであり、互恵関係を大きく後押ししました。 

2013 年９月のトルクメニスタン政府訪日においては石油ガス分野の基盤を作り上げる枠組み合

意文書が調印されました。その１つがポリエチレンとポリプロピレン生産プラント建設の三社協

定であります。トルクメニスタン国営企業であるトルクメンガス、LG コーポレーション、現代エ

ンジニアリング、そして東洋エンジニアリングが調印したものであります。つまりトルクメニス

タン産の天然ガスを加工する新しいタイプのプラント建設の第一歩が踏み出されたということで

す。そして今年４月 22 日にキヤンルィのガス化学プラントの起工式が盛大に行われました。 

我が国の石油ガス産業に課せられた使命は巨大な埋蔵量を誇る天然ガスを効率的に利用し、高

品質のポリマーと高付加価値製品を作ることでありますが、このために現在トルクメニスタンで

は大規模な投資プロジェクトが伊藤忠、日揮、東洋エンジニアリング、双日、千代田化工建設、

新日鉄住金エンジニアリング、川崎重工、三井造船、三菱重工、月島機械、住友商事でといった

企業によって行われています。 

また両国の国営、民間企業双方が輸出入品目の拡大によって貿易経済パートナー関係強化に関

心を抱いていることを鑑みると、日本・トルクメニスタン・ビジネスフォーラムを定期的に開催

するための組織化が必要であると私は考えております。 

また、今年の 11 月 18～20 日にかけてアシガバートにおいて開催されます国際会議「トルクメ
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ニスタンの石油ガス OGT2014 年」への日本の企業や団体の積極的なご参加を呼びかけたいと思い

ます。 

またアシガバートにおいては今月末に第５回国際ガス会議が開催されます。日本企業の皆様も

参加いただくことになっています。まだ参加を決められていない企業の方がいらっしゃいました

らぜひご参加くださいますようお願いいたします。 

先の第 10 回合同会議議定書の進捗状況ですが、大部分は実行済み、実行中であるといえます。

しかしながら議定書の中には実行されていないものもあるということを指摘しておきたいと思い

ます。たとえば鉱物資源の開発や日本の銀行の支店を開設することへの検討であります。 

こうした同会議で採択される議定書の実現を保証するために次のことを提案いたします。盛り

込む項目は合意のとれた実行可能な課題のみとするという提案です。そして議定書に盛り込まれ

たものは双方が実現を保証する必要があると思います。 

トルクメニスタンの大地の奥深くには膨大な量の天然資源という宝が眠っています。我が国の

天然ガス埋蔵量は第４位であります。トルクメニスタンはエネルギー資源の生産、輸出にとどま

らず現状に即してイノベーション技術を導入し、生産性の高い分野を作り上げています。 

天然ガス、原油を加工すれば付加価値の高い化学製品を作り出すことができます。これは世界

的にも相当大きな需要のある商品であります。 

天然ガス加工にイノベーション技術を提供することはガス化学工業の迅速な発展のキーファク

ターの１つであります。トルクメニスタンの石油ガス工業は輸出の多様化、天然ガスから高度技

術製品を作り出すという重要な課題に直面しています。同時にトルクメニスタンにおいては輸出

のための広いチャンスの創出も行われています。 

トルクメニスタンの良好な投資環境は、石油・ガス、石油加工、ガス加工、ガス化学、化学、

鉄道、繊維、建設、銀行業といった分野で将来性のあるプロジェクトを実現し、成功を収めるこ

とが可能になると考えております。いずれのプロジェクトも大規模な投資を誘致して行う予定で

あり、上記の分野において私たちにとって重要なのは協力の形とだけではなく、経済合理性や具

体的な成果であるわけです。トルクメニスタン政府の計画には大規模な経済課題解決のために日

本資本と技術の積極的な誘致が必要であります。 

最後に、時と歴史を通じて試練を乗り越えたトルクメニスタンと日本の友好関係があります。

文化、教育といった分野でもすぐれた成果があがっています。昨年の９月、私たちの尊敬する大

統領の訪日において調印された文書に関しましてもすでに成果が上がりつつありますので、今後

はより大きな成果がでるものと私達は期待しております。トルクメニスタンと日本の友好関係と

いうものは時の試練、歴史の試練というものをきちんと乗り越えたのであります。 

皆様一人一人のご健勝とご多幸そして日本国の繁栄と発展をお祈りしたいと思います。どうも

ありがとうございました。 

 

 



9 
 

小林会長 

 

◆冒頭挨拶 

それでは基調報告をさせていただきます。2013 年９月、ベルディムハメドフ大統領閣下の二度

目の来日が実現し、貴国政府、ロシア NIS 貿易会と日本トルクメニスタン経済委員会の共催で、

「日本・トルクメニスタン・フォーラム」を開催いたしました。大統領閣下より、素晴らしいプ

レゼンテーションをいただきましたこと、大変光栄に思っております。 

2012 年７月に節目となる第 10 回経済合同会議を東京で開催いたしましたが、トルクメニスタ

ンで合同会議を開催致しますのは、2010 年以来３年半ぶりとなります。今回、合同会議をここア

シガバートで開催できますこと大変喜ばしく、この開催にご尽力いただきましたホジャムハメド

フ副首相閣下はじめ関係者の方々に、日本側参加者を代表して心よりお礼申し上げます。 

 

◆大統領表敬 

会議に先立ち、日本側代表団を代表いたしましてベルディムハメドフ大統領閣下にお会いする

機会がありました。私から、先ず、2013 年９月に来日いただきましたことに対し、お礼を申し上

げました。大統領閣下からは、「日本側代表団の訪問を心から歓迎する。日本とトルクメニスタン

とは二国間関係のみならず、国際舞台においても良好な協力関係にあり、さらにその関係を一層

強化していきたい。その為には、両国の経済協力関係をさらに緊密化させることが重要なので、

その為にも本日の合同会議の成果を期待する」とのお言葉を頂戴いたしましたことをお伝えした

いと思います。 

 

◆大統領訪日 

「日本・トルクメニスタン・フォーラム」の大統領プレゼンテーションの中では、「日本の最新

技術がトルクメニスタンの産業の発展と多角化に大きく貢献していること」また「最新のイノベ

ーションと技術開発、国際標準との適合がトルクメニスタンにとり最優先課題であるので、日本

企業の経済活動、生産・科学技術と経営活動に関心をもっていること」ことが表明されました。

このように日本企業のトルクメニスタンにおける活動が評価され、また期待されておりますこと、

フォーラムに参加されました日本側関係者は、改めて認識を致しました。 

言うまでもなく、我が国には、大統領の期待に応えられる技術、資金力、人材及び経験等、多

くの点で協力できるところがあり、両国間の経済交流拡大の結果として、フォーラムではビジネ

ス関係で約 10 件の具体的な案件の文書が調印されました。文書の調印から、半年が経過したばか

りですので、具体的な成果という点では、まだ評価を行うには時期尚早かもしれませんが、それ

ぞれの案件がいずれ実現され、大統領の期待に添える事例となりますことを希望しております。 

 

◆駐日トルクメニスタン大使館開設 

このような両国間の経済交流拡大の潮流を受け、2013 年５月に駐日トルクメニスタン大使館が

開設され、11 月にはエリャソフ駐日大使が着任されました。大使館の開設により、貿易取引およ

び投資を検討する際に必要な貴国の経済・社会状況インフラの整備状況、金融状況、税制・労働

事情などの情報を直接得られることとなり、これまで以上に両国間の交流が促進・拡大しており、
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喜んでおります。フォーラムの開会挨拶の際、トルクメニスタンの査証が東京で取得できるよう

になれば、経済交流のみならず科学技術、文化、教育、スポーツ、観光等、様々な分野で両国間

の関係や交流が一層拡大するだろうと私より申し上げました。大統領をはじめとする貴国の関係

者のご尽力のおかげで、今回の合同会議開催に先立ち、駐日大使館で査証の発給を正式に開始し

たとの連絡を受けましたことも大変嬉しく思っております。 

 

◆トルクメニスタンへの要望 

しかしながら査証発給について三点ほど改善をお願いしたいことがあります。第一のお願いで

すが、招待状の交付を受けるためには卒業証書の提出が必要となっております。査証発給に卒業

証書の提出を求める国家は非常に稀です。この提出を免除する措置を取っていただきたいという

ことです。第二は、招待状の交付にかなりの日数を要しているので短縮をお願いしたいというこ

と、第三は、せっかく発給される査証ですが、10 日間の滞在しか認められず、ビジネス活動に制

限がありますので、例えば 30 日間は滞在できるように延長をお願いしたいと思います。本件につ

きましては、日本トルクメニスタン経済委員会会員企業のみならず、会員外企業よりも強く改善

の強い要請を受けておりますので、貴国との経済交流等をさらに拡大するために、ホジャムハメ

ドフ副首相をはじめ、関係各省庁各位のご検討をお願いする次第です。 

 

◆日本とトルクメニスタンの経済・貿易関係 

次に日本とトルクメニスタンの貿易動向ですが、両国間の貿易総額は、2011 年が約２億 6,900

万ドル、2012 年が約１億 2,100 万ドル、2013 年が約 5,600 万ドルと、2011 年をピークに大幅に縮

小しております。この数字は、貴国と我が国の直接貿易取引を表しており、わが国の企業が行っ

た貴国の第三国からの輸入実績や、貴国からの第三国向け輸出は含まれておりません。何れにせ

よ、両国間の直接貿易取引は、残念ながら安定したものとはなっておりません。これは取引品目

が、例えば我が国の輸出金額の約７割を機械、電機機器が占め、また分野についても石油ガス化

学等の特定の範囲に留まっていることが要因と考えられます。このような状態を打破し、両国間

の貿易取引が安定的発展に至るためには、従来の石油ガス・化学分野の他、貴国が資源依存から

の脱却、経済多角化、技術革新を目指して策定、実施されております「2030 年までの社会・経済

発展国家プログラム」の中で重点分野となっている軽工業、建材製造、農業といった新たな分野

においても、我が国の企業が積極的に参画することが肝要だと思います。これらの分野で我が国

の技術、資金力、人材等を生かし貴国の経済発展に貢献することにより、具体的に両国間の貿易

総額の拡大に繋がってくるものと確信をしております。 

 

◆情報交換の活性化 

ところで日本企業が、貴国で今後ビジネスや投資を円滑に進めていくためには、貿易・投資に

関する法律が整備されていること、正確で透明性のある情報が共有されること、海外の投資家お

よびその財産が保護されること、許認可要件が明確で簡素化されていること、金融や銀行システ

ムが安定していることが必要不可欠です。私ども民間企業が貴国と様々なプロジェクトや投資を

実施する上で、いろいろなファイナンス・スキームや貿易保険制度を活用する際、貴国の経済政

策、経済状況に関する情報が不可欠であることは言うまでもありません。日本とトルクメニスタ
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ンとの間では、2013 年３月、ロシア NIS 貿易会と貴国戦略計画・経済発展研究所を事務局として、

両国企業に対し情報提供および企業間交流の強化をめざす「日本トルクメニスタン投資環境整備

ネットワーク」が設立されました。このネットワークによる貴国の経済政策と経済状況に関する

情報提供が十分とは言えませんので、貴国の戦略計画・経済発展研究所により、今後、増々情報

の開示、提供が進んでいくことを期待しております。 

ベルディムハメドフ大統領閣下の二度の訪日や駐日大使館の開設、また 2013 年 11 月の当時エ

ネルギー（電力）大臣であったアルティコフ副首相の来日や今月初めの牧野外務大臣政務官によ

る貴国訪問等が実現しています。また、日本とトルクメニスタンとの関係は政府間レベルのみな

らず、民間企業ではビジネス関係で約 10 件の具体的な案件が推進されている等、目に見える形で

実現しつつあります。日本側といたしましては、今後とも貴国の主力産業である石油･ガス分野の

案件発掘を含む協力を強化すると共に、インフラ整備、環境、省エネ、軽工業、建材製造、農業

といった新たな分野において、わが国企業が積極的に協力をしていきたいと考えております。つ

きましては、日本企業へのご要望、ご依頼がありましたら前述の「日本トルクメニスタン投資環

境整備ネットワーク」や駐日トルクメニスタン大使館を通じ、日本トルクメニスタン経済委員会

の方にお寄せいただければと思います。 

 

最後に、本日の合同会議が実り多いものとなることを祈念して、私の基調報告を終わらせてい

ただきます。ご清聴ありがとうございました。 

 



12 
 

＜報告＞ 

B．カカジャノフ・経済発展省 次官 

 

皆さん、こんにちは。日本とトルクメニスタン両国の代表によって行われるこの第 11 回トルク

メニスタン日本経済合同会議が長期経済プログラム実現の方向性を話し合い、形作る場となり、

両国間の互恵的協力関係のより広い可能性、方向性を示し、実り多い成果となることを期待して

います。 

私の報告はトルクメニスタンにビジネス的な関心を向けよう、トルクメニスタンでビジネス上

のチャンスを活かそうと考えているすべての人々に向けるものであります。今日のトルクメニス

タンは世界で最もダイナミックに発展する国の一つであり、所得が世界平均を上回る国でありま

す。IMF や世界銀行を含めた権威ある金融機関の専門家によるトルクメニスタン経済についての

明るい評価やトルクメニスタン経済の発展予測が、今私が申し上げたことを裏付けております。 

直近の５年間でトルクメニスタンの GDP は２倍以上伸びました。2013 年の実績を見てみます

と GDP は 10.2％伸びました。2014 年初頭から経済成長は 10％以上という数字を見せています。

マクロ経済も安定し、財政も安定しています。トルクメニスタンには金融、経済、財政、銀行シ

ステム、実体経済、企業の持続可能な働きを保証する十分な安定性がありますし、またそれを裏

付けるのに十分な資源を持っているのであります。 

トルクメニスタンの経済成長にとって特に重要なファクターを挙げてみたいと思います。まず、

すべての経済分野において着実な伸びがあるということ。そして、輸出が輸入を上回っている、

つまり貿易黒字をキープしているということ。そして、長期にわたって維持している活発な投資

状況があります。これを 2012 年と比べますと 2013 年の投資は 7.1％成長いたしました。そして

2014 年１～３月を見てみますと、投資は対前年同期比で 7.2％伸びています。需要サイドの経済

成長の刺激要因といたしましては平均 10.7％の賃金の上昇があります。そして定期的に社会保障

分野の支出というものが伸びているということも要因として指摘されています。 

トルクメニスタンで極めて重視されているのは何でしょうか。これは経済分野の深い構造改革

であります。その基盤となっているのは何よりもまず製造業の早い成長であります。これは現地

の原料を使って世界市場での需要を十分に満たす完成品を製造しているということ。そして、輸

送、通信、サービス業、中小企業といった分野で速いテンポで成長が遂げられているというもの、

これが基盤となっています。経済の多様化と競争力の向上という課題はこれまで同様に経済の近

代化、イノベーションの活性化、そして高度技術、ハイテク分野の割合を増大させるということ

で解決策がとられています。 

会議参加者の皆様。トルクメニスタン経済の工業化がダイナミックに進展していますのは積極

的な投資政策のおかげであります。大きな投資が行われているのは工業、農業、輸送、通信、社

会部門、インフラといった分野であります。そして先進的プロジェクト、ハイテク・イノベーシ

ョンのプロジェクトが優先されているわけであります。そして投資額は対 GDP40％超で安定して

います。外国投資を幅広く誘致するためにトルクメニスタンにおいては条件が整っております。

その結果、投資総額の 15％超が外国投資であります。トルクメニスタン経済の公開性がますます

改善されているわけでこれは外国投資拡大の最も重要な条件の１つであります。そしてそれは経
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済のポテンシャルを増大させるということに最も着実に肯定的に影響するものであり、国民の雇

用の確保にとっても重要であります。 

外国企業および外国投資家の財産の保持・保存・増大の保証人となっているのがトルクメニス

タン国家であります。トルクメニスタンの国内法により外国投資家は活動および投資によって得

た利益の利用が内国民待遇されています。税・関税・保険その他の特典付与という形でのサポー

トも与えられています。トルクメニスタンの主たる税はたった６種類であり、その他の多くの国

よりも低いものとなっています。 

現在、トルクメニスタン国内では大規模な国家プロジェクトおよび地域プロジェクトの実現が

行われています。南北鉄道のトルクメニスタン部分の建設は完了いたしました。当然プロジェク

トが実行されている最中であります。最大規模のガルクィヌィシュ・ガス田の整備が進んでおり

ます。トルクメニスタンからアフガニスタンを経由してタジキスタンへという国際幹線鉄道が建

設されています。塩化カリウム製造の選鉱コンビナートが建設されています。カスピ海沿岸に国

際リゾート地区 AVAZA が建設されています。輸送インフラの多様な施設が建設されています。

そしてポリエチレンおよびポリプロピレン製造のガス化学工場建設に GO サインが出されました。 

尊敬する皆様。トルクメニスタン経済の安定的成長を維持するために今後も大きな額の投資が

経済効率を高める分野になされるでありましょう。具体的に分野名を挙げますと、何よりも石油・

ガス分野のプロジェクトであります。これは炭化水素の輸出品目の多様化を含むものであります。

そして石油・ガス化学工業、建設産業、繊維産業、農作物加工業といった分野であり、これらの

分野の発展であります。 

輸送分野では投資の主な流れは輸送・通信ポテンシャルの強化に向けられることになっていま

すし、国内輸送動脈および国際回廊のさらなる建設ということが今後もなされていきます。ロジ

スティックセンターの設置、通信システムの整備にも今後、投資が向けられます。 

注目していただきたいのは、トルクメニスタンの国内市場において新たな潜在的需要を生み出

し、それによって経済状況の安定に資する国際投資にも着目することがトルクメニスタンにとっ

て好ましいということであります。 

最後に申し上げたいのでありますけども、トルクメニスタンで実行されている国家経済の近代

化と多様化という戦略は、経済と投資分野の協力の拡大に大きな展望を開くものであります。ぜ

ひとも皆様に注目していただきたいと思います。 

ご清聴ありがとうございました。 
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A．クルバノヴァ貿易対外経済関係省 次官 

 

皆様、こんにちは。報告の機会を与えられたことに感謝申し上げます。トルクメニスタンの貿

易対外経済関係省を代表致しまして、第 11 回合同経済会議のご参加者の皆様にご挨拶申し上げた

いと思います。 

さて、トルクメニスタンの貿易、通商についての話をしたいと思います。現在トルクメニスタ

ンでは経済の多様化・近代化プログラムを実現している最中であります。最新テクノロジーの幅

広い誘致、積みあげてきた経済実績と貿易高をさらに上げるということに大きな関心を持ってい

ます。 

トルクメニスタンはインフラの能力、状態、資源ポテンシャルから見て、経済パートナーシッ

プを拡大していくことに関して大きな潜在力を持っています。 

トルクメニスタンにとってのプライオリティですが、これは世界市場に輸出できる競争力の高

い商品を製造する、そして高い技術を駆使した産業分野を作っていくということになります。ト

ルクメニスタンではすでに工業、農業の生産性が大きく拡大しております。そして国際市場にお

ける国産品のシェアが高くなっております。消費需要においてトルクメニスタンの国産品として

どのようなものがすでに出回っているかといいますと、幅広い食品、繊維製品、建設資材、化学

工業製品、石油化学製品（ポリエチレンやプロポリプレン）です。 

そして小麦を見てみますと 2010 年以降、国産品で国内市場をカバーしています。そして 2012

年以降は穀物を輸出するようになりました。セメントの輸入も大幅に減少しています。2013 年の

セメントの輸入は 2012 年よりも 24％減りました。そして同時にセメントの輸出が増えているの

であります。 

トルクメニスタンの力強く、実利重視の対外経済政策により貿易高は毎年増えています。近年

は特に伸びのテンポが速くなっております。直近の５年間で貿易高は２倍近くに増えました。2013

年においては約 350 億ドルでありました。そしてそのうち、輸出は 190 億ドルでありました。ト

ルクメニスタン製品は世界市場に進出しております。ガス、石油、石油製品、電力、ポリプロピ

レン、液化ガス、綿製品、繊維製品、ウール、カーペット、化学工業製品、建設資材、農業製品、

加工食品といったものであります。輸入の金額でありますけども 160 億ドル相当になっておりま

す。輸入が増えている理由は製造機械などが増えているということになります。2013 年に輸入に

占める機械類は 83％でした。内訳を言いますと、機械・設備などが 33.5％、輸送手段およびその

スペアパーツが 14.5％、建設資材が 25％、製造用途の原材料が 27％ということになります。一般

消費財は輸入の 17％を占めております。そのうち食料品が 5.8％、非食料品は 11.2％であります。 

自動車およびそのスペアパーツの輸入でありますけれども 2013 年においては約２億 6,700 万ド

ル相当でありました。そのうちトラックは 4,159 台輸入され、乗用車に関しては 2,609 台輸入され

ました。自動車を我が国に輸出しているのはドイツ、ロシア、中国、アラブ首長国連邦、韓国、

日本などであります。ちなみに日本から我が国に輸出された自動車でありますけども、総金額に

して 185 万ドルでありました。いすゞの小型トラック、トヨタの自動車、そしてスペアパーツは

92 万ドル分輸入されました。2013 年の自動車タイヤの輸入額は 8,700 万ドルでありました。対ト

ルクメニスタンの自動車産業のタイヤ輸出国でありますけども、これは中国、ロシア、韓国、日

本、ベラルーシであり、日本からトルクメニスタンに輸出された自動車のタイヤは総額 540 万ド
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ル相当でした。 

医療機器の輸入は病院などの保健施設の建設とセットになっています。2013 年の医療機器輸入

総額は 4,000 万ドルに上りました。おもにドイツ、ベルギー、ロシア、トルコなどから入ってき

ます。 

トルクメニスタンの今後の貿易政策が目指すのは互恵的協力を積極的に発展させること、輸出

ポテンシャルを多様化させながら整備、改善することであります。これは効率的な輸入代替生産

を増やすということであり、輸入を減らすことにつなげたいと考えております。効果的・効率的

な輸入代替はトルクメニスタンの貿易高改善の重要な要素であります。将来的には国産の原料を

ベースにした現代的な製造業を発展することで、輸入における原材料と一般消費財、の割合を減

らしていきたいと思っているのであります。 

最後になりますが、日本との貿易の拡大、そして高度なテクノロジーを活用することについて、

2013 年にアシガバートと東京で開催されたビジネスフォーラムにおいても話題が出ました。昨年

２回行われたビジネスフォーラムでありますけれども、今後は定時会などを開いてビジネスの情

報を交換していこうということになりました。ご清聴ありがとうございました。 
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今井憲・国際協力銀行モスクワ駐在員事務所 駐在員 

「トルクメニスタンにおける JBIC の活動について」 
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ホジャムハメドフ副首相（コメント）： 

今井様ありがとうございました。充実したご報告を聞くことができました。銀行について、私

の方から手短にコメントさせていただきたいと思います。私どもの大統領の訪日の後で、石油、

ガス、化学製品に関する文書が調印されました。そして、東洋エンジニアリングとは契約を致し

ました。次は三菱（ケミカル）と肥料に関して、その次に JGC と契約を致します。そうしますと、

金額にして約 60～70 億ドルということになります。したがって JBIC さんには是非ともトルクメ

ニスタンに支店を開いていただく時期にあるわけであります。そして利率でありますけれども、

これを下げる時期に来ていると思います。トルクメニスタンが信頼のおける安定したパートナー

だからであります。 
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M．ハリロフ石油ガス工業・鉱物資源大臣 

 

日本側ならびにトルクメニスタン側の合同会議参加者の皆様にご挨拶申し上げたいと思います。

まず皆様にホスピタリティーあるトルクメニスタンの首都アシガバートにおいでいただきました

ことに感謝しております。 

さて、トルクメニスタンの石油ガス工業ですが、これは我が国の経済の機関車であります。ト

ルクメニスタンが本格的に世界経済に統合されていくために必要なものは、多様化・近代化した

製造ポテンシャル、発達した輸送・通信大動脈、良質な市場インフラ、法的な保証、広範で大規

模な私有地のための諸条件などということであります。 

独立して 23 年、我が国はエネルギー独立を達成いたしました。炭化水素の稀有な埋蔵量を誇る

我が国は、近い将来に炭化水素生産、加工の大幅な増大を行います。そして石油ガス製品、なら

びに化学製品を海外市場に増やしていく予定です。 

トルクメニスタンの石油ガス分野における今後の大きなプロジェクトは、炭化水素の大規模な

新しい埋蔵地の開発です。最新のイノベーション技術を導入し、生産・加工施設を建設するとい

うことになります。したがって、トルクメニスタンの石油工業分野が今後目指すのは、高度な加

工を可能にする集約型生産設備の建設、既存の石油精製および石油化学設備の改良、ガス輸送網

の発展ということになります。 

トルクメンバシ製油所の近代化という大規模プロジェクトの枠内で、国際基準にそったハイオ

クガソリン工場建設という投資プロジェクトが動き出しました。ポリプロピレンシート工場、道

路用タール、アスファルト製造設備の建設も行われています。我が国のポテンシャルのある炭化

水素資源の合理的活用および持続可能でエコロジカルな発展のために、将来的に新しい製油所、

石油化学工場の建設が検討中であります。 

まずバルカン州エケレム村に年間 500 万ｔ精製可能な工場を建設するための作業が完了いたし

ました。そして、我が国においては「2030 年までの石油ガス発展プログラム」というものがあり

ます。これには、製油所の段階的近代化という項目が盛り込まれており、ハイオクガソリンおよ

びディーゼル燃料生産のための、触媒反応リフォーミング設備の改善という計画があります。 

燃料・エネルギー分野が速いテンポで発展することは、トルクメニスタン経済におけるイノベ

ーション発展の基盤であり、国際社会においてエネルギー分野のリーダー国の一つであるトルク

メニスタンの確固たる地位を証明するものであります。 

今日、外国企業との協力において最もプライオリティが高いのは、ガス生産とガス加工分野、

トルクメニスタン側が最大限に注目しているのが安全と環境保護であります。ガス化学分野発展

の画期的な出来事となったのが、2014 年４月 22 日にトルクメニスタン大統領のご臨席のもと、

バルカン州キヤンルィ村近郊でポリエチレン・ポリプロピレン工場の起工式が行われたことであ

ります。この契約は 2013 年９月 10 日に国家コンツェルン「トルクメンガス」と、日本の東洋エ

ンジニアリング社、韓国の LG インターナショナルと現代エンジニアリングのコンソーシアムが

調印したものであります。この巨大なガス化学工場は、将来 50 億㎥のガスを精製し、そのうち

45 億㎥分をトルクメニスタンのガス輸送システムに戻すということになっています。工場の規模

についてはポリエチレンの年生産が 38 万ｔ、ポリプロピレン８万ｔを予定しています。プロジェ

クト総額は 34 億ドルで、近年のトルクメニスタンにおいては最大規模のプロジェクトであります。
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また現在トルクメンガスと日本と韓国の企業がガス化学工場の FS を検討中であります。天然ガス

を加工して「ユーロ５」クラスのガソリン「A-92」にし、17 億㎥分のガソリンを精製することに

よって、ガソリン 60 万ｔ、液化ガス 30 万ｔをつくるということになります。また 50～65 億㎥の

ガスを加工して流動性の高い化学試薬、あるいはポリマーを製造するということもあります。天

然ガスの高度加工における、合成液体燃料製造における協力もあります。これは 250 万ｔのディ

ーゼル燃料を用いたナフサの製造です。他にも、合成石油製造工場も建設予定であり、これらの

壮大な建設プロジェクトは外国投資に加えて自国資金を投入することによって、互恵協力の限り

ないチャンスを開くことになります。 

トルクメニスタンと日本の協力の発展は世界最良の実績を広め、最新の科学技術の成果を実際

の製造に導入し、そのことが両国の互恵パートナーシップの基盤となるのです。そして石油ガス

資源における炭化水素工業の巨大なポテンシャルを生かすために、トルクメニスタンは今後も日

本をはじめとする国々との互恵協力を発展させていく所存であります。ご清聴どうもありがとう

ございました。 
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末廣徹・日本貿易振興機構タシケント事務所 所長 

「中央アジアにおける JETRO の活動について」 
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Ya．カカエフ炭化水素資源管理・利用国家庁 長官 

 

尊敬する共同議長、参加者の皆様、経済委員会の皆様。ご存知の通りトルクメニスタンには非

常に多くの資源、ガスがあります。新たな輸出網の開拓が重要です。したがって新たな輸出先を

探すことに関してお話したいと思います。トルクメニスタン・アフガニスタン・パキスタン・イ

ンド（TAPI）ガスパイプラインプロジェクト（TAPI）、この４ヶ国のエネルギー分野、対中国輸

出、そして新たなガス田の開発についてお話します。 

深く尊敬するトルクメニスタン大統領の政策である「トルクメニスタンの天然ガス供給の多様

化と確実で安定した世界市場へのエネルギー供給システムの構築」は、全世界のエネルギー安全

保障を目指したものであります。TAPI ガスパイプラインプロジェクトは、これら４ヶ国のエネル

ギー分野における長期的な相互協力によるものです。トルクメニスタンの新しいエネルギー市場

の開拓により、エネルギー資源への関心が非常に高く、かつ需要が急増中の東の国々への輸出ル

ートの多様化が可能となり、アフガニスタン、パキスタン、インドの急速な経済成長に伴う天然

ガス需要を満たすことが可能となります。TAPI プロジェクトの実現には、常に参加国首脳が注意

を払っており、定期的な会合の開催がそれを証明しています。また、2010 年 12 月 11 日、アシガ

バートにてトルクメニスタン大統領のイニシアティブにより、プロジェクト参加国首脳のサミッ

トが開催されました。同サミットの結果として、ガスパイプラインに関する枠組み協定および

TAPI プロジェクト実現に関する政府間協定が締結されました。ガスパイプラインの全長は

1,735km、年間輸送能力は 300 億㎥です。現在、必要な全ての法的文書、商業文書の調印が済んで

おり、参加国間での天然ガス売買契約も調印済みです。特に、2012 年５月、国営コンツェルン「ト

ルクメンガス」とインドおよびパキスタンの関連国営企業との売買契約が締結されました。2013

年７月９日の第 17 回会合の枠内で、トルクメンガスとアフガニスタンのガス・コンツェルンとの

間でガス売買契約が結ばれました。2013 年 11 月 19 日、第 18 回国際石油ガス会議において、ト

ルクメンガスとインド、パキスタンの関連国営企業、アジア開発銀行の代表との間で役務契約が

締結されました。関係各国は、現在、コンソーシアムの設立に向け、真剣に取り組んでおります。

実際にプロジェクトを実行するプロジェクトカンパニーの設立に関する法的・技術的問題に取り

組んでおります。TAPI プロジェクト実現は、経済的利益のみならず、参加国地域に平和と「暖か

さ」を及ぼすことになります。 

 東西ガスパイプラインの現状についてお話します。「東西ガスパイプライン」プロジェクトは、

トルクメニスタンにおけるガス輸送インフラ発展の国家プロジェクトです。ガスパイプライン建

設についての決定は、2010 年５月のトルクメニスタン大統領令 No.11069 にて、2010 年６月建設

開始、2015 年６月完成という期間が明記され発令されました。トルクメンガスとトルクメンネビ

トガスグルルシクが、建設プロジェクト実施企業として承認されました。ガスパイプラインは、

トルクメニスタンにおける独立したガス輸送システムの確立と東部・西部での大容量ガス輸送の

ため、トルクメニスタンの主要ガス田のある東部、西部地域、カスピ海を結ぶ予定です。ガルク

ィヌィシュ・ガス田より 90km 程の場所にあるシャトルィク・ガスコンプレッサー・ステーショ

ンにおいて、2010 年５月 30 日、最初のガスパイプライン敷設に関する式典が行われました。「東

西ガスパイプライン」プロジェクトの起工式は、ベルディムハメドフ・トルクメニスタン大統領

のマルィ州訪問の際に行われました。幹線ガスパイプラインの輸送能力は、年間約 300 億㎥、全
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長 770ｋｍの予定です。ガスパイプライン管の直径は 1,420 ㎜、ガスパイプラインは８カ所のガス

コンプレッサー・ステーションから成り、今日までに 337 ㎞のガスパイプラインの敷設が完了し

ております。ガスパイプラインは、マルィ州にあるシャトルィク・ガスコンプレッサー・ステー

ションから始まり、その後マルィ州西部、アハル州を横断し、バルカン州ベレク・ガスコンプレ

ッサー・ステーションへ繋がります。敷設されたガスパイプラインは、トルクメニスタンガスの

輸出ルートの多様化という方向性への歩みとなるでしょう。 

 次に中国向けのガスパイプラインについてお話します。中国へのガスパイプラインは 2009 年

12 月 14 日より稼働しております。このパイプラインにより、国家コンツェルン「トルクメンガ

ス」のガス田および、バグティヤルルィクの提携ガス田で生産されたガスが輸送されており、そ

の輸送能力にも徐々に拡大が見られます。ルート A、ルート B、ルート C の年間輸送能力は計 550

億㎥であり、トルクメニスタンから、ウズベキスタン、カザフスタンを経由し、中国へガスを供

給しています。ルート D に関しては、トルクメニスタン、ウズベキスタン、タジキスタン、キル

ギス、中国の供給ルートの計画のもと、建設が予定されています。 

 続いてガルクィヌィシュ油田についてお話します。トルクメニスタン国内の最大級の規模のガ

ルクィヌィシュ石油・ガス田は、マルィ州に位置しております。現在、この巨大なガス田では、

その段階的な開発に向けて、活発なガス生産が進められております。2013 年９月には、第１フェ

ーズが生産を開始し、その年産は 300 億㎥となっています。2014 年５月８日、尊敬するベルディ

ムハメドフ大統領の指示によって、第２フェーズが生産開始となり、こちらの年産も 300 億㎥で

あります。 
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高須賀友博・日本貿易保険パリ事務所 次長 

「日本貿易保険の紹介とその機能」 
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B.アシロフ・エネルギー省 次官 

 

まず初めに、トルクメニスタンのエネルギー関係者を代表して皆様を歓迎し、本会議の成功を

祈念致します。 

豊富なエネルギー資源を有するトルクメニスタンは、積極的に世界経済への統合の道を歩んで

おりますが、電力の分野も例外ではありません。 

これに関連して、生産能力の増加、需要家へのよりよい電力供給、他国への電力の輸出はトル

クメニスタンのエネルギー政策における優先的な課題です。 

 現在、「2020 年までの諸州の市町村住民の社会・生活水準の改善に関するトルクメニスタン大

統領国家プログラム」の下、大規模な送電線、変電所、配電網、街灯などの建設が進められてい

ます。これら課題の実現のためには、自らの努力に加えて電力分野での経験を持つ外国投資家お

よび企業との協力が重要となってきます。トルクメニスタンではパートナーの方々が問題なく働

ける条件をすべて整えております。大統領閣下のご尽力によるところでありますが、良好な投資

環境、経済特区、様々な特典、外国投資家保護の法的基盤などが整えられています。 

上記を鑑み、我が国の電力分野についてご紹介させていただきます。 

独立性の高い中立国であるトルクメニスタンは、今日、国内の電力需要を完全に満たすだけで

はなく、隣国への電力輸出も行っております。 

 親愛なる参加者の皆様。敬愛する大統領閣下の指導の下、我が国で行われた大規模な改革は国

民生活の質を著しく改善し、新たな段階を目指すよりよい条件を作り出しました。2013 年４月 12

日、「2013～2020 年までのトルクメニスタン電力分野発展の基本理念」が採択されました。それ

に伴い、2020 年までに国内では 14 基のガスタービン発電所、高電圧送電線の建設と既存のイン

フラの改修が予定されております。そして今日までに 14 基の発電所のうち、すでに５基の建設契

約が結ばれております。基本理念が採択されてから間もないにも関わらず、計画されている発電

所の３分の１の建設が開始されております。これは我が国の経済成長とこの基本理念が実現する

ということを証明しております。 

独立後、トルクメニスタン・エネルギー省によって、新たに 2,093.9MW の電力が作られるよう

になりました。また、2014 年だけで２基のガスタービン発電所の利用が開始されました。これら

発電所の発電能力はそれぞれ 150MW となっております。この２基の発電所が稼働することで、

ガスタービン発電所の発電量は 1,933.9MW に増加し、トルクメニスタン・エネルギー省による発

電総量 4,275.9MW の 45.22％に達します。 

「2013～2020 年までのトルクメニスタン電力分野発展の基本理念」によって、国内の電力需要

と輸出量は増大し、電力生産量は飛躍的に増加いたしました。2013 年にトルクメニスタンでは 20

兆 2,820 億 kWh の電力が生産されました。2020 年にトルクメニスタンで予想される電力生産量は

26 兆 3,800 億 kWh で、2013 年の 1.3 倍に達すると見込まれています。2013 年の電力輸出量は 28

億 8,200 万 kWh でした。2020 年までには電力輸出量は 60 億 9,000 万 kWh に達する予定です。2013

年の国内の電力需要は 174 億 5,200 万 kWh でした。2020 年に予想される国内電力需要は 202 億

9,000 万 kWh となっております。そしてその国内需要を満たすために、再びインフラの導入が行

われる計画です。国内のエネルギーシステムの能力の一層の増強が見込まれております。 

トルクメニスタンの電力システムの輸出能力強化を目的として建設が進められている変電所と
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マルィ発電所～アタムラト～アフガニスタンを結ぶ全長 440km に及ぶ 500KW の高圧送電線の建

設はほぼ完了しております。これらインフラを利用することで東部地域の電力需要家への供給の

大幅な改善に加え、トルクメニスタンからアフガニスタンへの電力輸出量が増加することで、ア

フガニスタンを経由してタジキスタンおよびパキスタンへ電力を輸出するという将来的なプロジ

ェクトが可能になります。 

今後の送電線の建設については計画中です。現在、「アシガバードの電力供給の確実性の向上」

という大規模プロジェクトの実現に取り組んでいます。同プロジェクトでは、変電所と個々の住

宅を結ぶアシガバート市内にある全ての送電線網の近代化、そして市内の街灯システム改修と近

代化、アシガバート市内にある高圧線のケーブル化、新たな電力インフラの建設が進められてい

ます。 

これらの課題を解決することによって、我が国のエネルギー安全保障、国の独立性、生産効率、

電力の国内需要、輸出能力の一層の強化が実現し、我が国のさらなる経済発展を望むことができ

ます。 

外国との経験交流および外国投資家誘致のために、毎年国際見本市と我が国の電力分野の成果

を報告するための学術会議が行われています。今年は９月 11～13 日に開催する予定で、そこに皆

様、また新たに関心を持たれる方々においでいただければ幸いです。見本市への参加や質問、そ

の他の必要な情報は我々のサイト www.minenergo.gov.tm をご覧下さい。 

以上、トルクメニスタンの電力分野の展望に関してお話いたしました。 

今回、ご説明させて頂きましたが、発展の一途をたどる電力分野は海外の国々と協力すること

に優先的に重要性を与えております。近い将来に同分野における豊富な経験を有する外国企業、

特に日本企業の皆様と協力できるように祈っております。 

ご清聴ありがとうございました。 

 



40 
 

金原一弘・伊藤忠商事㈱化学品部門合成樹脂部長代行 

「ポリオレフィン樹脂の需給動向と伊藤忠商事の取組状況」 
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G．バイラムムィラドフ建設・建築省 次官 

 

 尊敬する参加者の皆様。親愛なるベルディムハメドフ・トルクメニスタン大統領の指揮の下、

我が国と世界各国との間では、数々の長期的かつ互恵的な協力体制が実現しております。我が国

では都市部や住宅地のインフラ整備およびライフラインの整備が焦眉の課題となっており、ライ

フラインや電力供給網、交通網などの新設もしくは改修に、国を挙げて取り組んでおります。一

連の取り組みにおいて特筆すべきは、交通網の改善を目的とし、都市部の交通インフラ整備策が

進められ、道路や鉄道の新設および改修が行われるとともに、最も近代的な条件の下で、橋梁の

設計、建設が進められていることです。 

 2013 年には、「アシガバートの社会経済発展総合計画」の成就を目的とし、アシガバート市の

面積拡大が承認されました。首都面積の大幅な拡大により建設担当者には新たな課題が生まれて

おり、その解決が新生アシガバート市形成のカギを握っております。 

これに際して現在、アシガバート市の面積拡大およびインフラ整備を考慮に入れた都市計画が

練られております。また現在、アシガバートでは急速なテンポで電力供給網およびライフライン

の整備、道路整備、橋や歩道の建設等が進められており、アシガバート発展計画に基づき、今後

もインフラ整備が推し進められることとなっております。 

トルクメニスタンでは大統領プログラムである「新しい村」という方策のもと、近代的な村落

の新設が進められており、住宅のほか、新技術・近代的設備を導入したライフライン複合施設等

の建設が進められております。将来的にはこのような村落を数十ヶ所に整備する予定であります。 

日本の皆様との活発な交流を歓迎するとともに、インフラ整備および建設における先端技術導

入の分野での協力体制が将来的にも維持されることを期待しています。日本との経験交流、イン

フラ整備に関する対話、さらに、既存の日本の建設に関する様々な規定や法体系の紹介等に期待

を寄せております。 

尊敬する皆様。是非、皆様と互恵的な協力関係を築いていければと思います。皆様のご成功を

お祈り申し上げます。ご清聴ありがとうございました。 

 

 



49 
 

＜質疑応答＞ 

 

喜多敏彦 日本トルクメニスタン経済委員会副会長／双日(株)常務執行役員、機械部門長： 

私ども双日は現在、トルクメンガスあるいはトルクメンヒミヤのいろいろな方に日本の重工業

会社の機資材、デザインも含めた最先端の機資材を紹介しています。今後日本とトルクメンの経

済関係をさらに発展させるためには、トルクメニスタンで生産された、特にガスから生産された

製品を引き取らせていただきたい。つまり、我々がそれを買って、我々のディストリビューショ

ン網で販売するということも考えていきたいと思っております。 

その中で一番問題になるのが、ロジスティックです。ガスが安く手に入るトルクメニスタンで

あれば、製品も当然安いということになるわけですが、特にロジスティック、モノを運ぶ手段が、

現在私どもの知っている限りでは、１つはトルクメンバシからカスピ海を通って、ヴォルガ・ド

ン運河に入って黒海に出るというルート。それと、鉄道網で外に出すということになると思うの

ですけれども、製品以上にロジスティックの費用というのは非常に大きなファクターを占めるわ

けです。その意味ではトルクメンから製品を引き取る際に、そういうロジスティックのコストを

はじく場合、どなたにコンタクトをすればよいのか、あるいは具体的に、例えば鉄道で運ぶ場合、

どのようなルートでどこに製品を出せるのか。特にご存知の通りカスピ海、ヴォルガ・ドン運河

は、冬場は凍結し、輸送できないという状態がありますので、やはり鉄道での輸送が１つの大き

なキーになると思うのですが、その場合、どこにモノを出せるのか。というのが私の質問であり、

お願いです。 

 

トルクメニスタン側： 

ありがとうございます。現在の大統領指導の下で進められる最も重要な対外政策分野の一つは

輸送インフラを発展させることであります。東西南北を結ぶアラブ湾、白海、そしてバルト諸国、

中国、ヨーロッパ、オマーン、そしてアラブ諸国の湾岸、それらと結ぶということです。トルク

メニスタン政府は、大統領指揮の下でこのような計画をすべての国々と発展させております。 

鉄道建設に関すれば、カザフスタン、イランと結ぶ鉄道網が今年の末に完成します。さらに、

５月 11～13 日にかけて、大統領は中国を訪問しました。そこで、中国との鉄道網の整備が話題と

なりました。中国と中央アジア諸国とを結ぶ鉄道、この点に関しても発展を強化してまいります。

さらに、自動車道の建設も計画されております。 

正しいご指摘であったと思いますが、海で運ぶということは、凍ることによって冬に問題がで

きます。ペルシャ湾、アラブに出るということが一つの大きな解決方法でしょう。イランへの制

裁措置が解除されることによって、ペルシャ湾に出る。ここは、私たちにとって非常に近いポー

トであります。鉄道でそこを結ぶ、そしてさらに、中国と結んだルートを使うということも重要

であります。パキスタン、インド、そしてまたヨーロッパに向かう方法、これは非常に大きな問

題でありますが、これらの問題を解決する準備もできているつもりであります。トルクメンガス、

トルクメンヒミヤといった企業によって作られる製品をどのように扱うか、もちろんこれらの企

業には輸出を担当している部局があります。そこに話をしていただくということでしょうか。 
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小林会長： 

先ほど副首相閣下から JBIC のプレゼンテーションに際して、いろいろと大きな案件があるか

ら、JBIC には是非支店を出してもらいたい、そして金利が高すぎるという、ご指摘とご質問がご

ざいましたので、今井さん、いかかでしょうか。 

 

今井（国際協力銀行）： 

それでは、副首相閣下からコメントを頂きましたので、私の方から簡単にコメントを返させて

いただきます。まず金利ですが、金利は OECD ガイドラインという国際ルールに基づいています

ので、JBIC の一存で金利を上げる、下げるというのは難しいですが、まさに副首相閣下がおっし

ゃられたような具体案件、ポリエチレン案件ですとか、肥料案件を確実に実施することによって、

貴国の経済を良くそ、OECD の中で貴国の位置づけを上げていただくことによって、金利は下が

っていくものと思われます。従いまして、まずは経済発展に向けて、今足元で動いている大型案

件を我々も着実に実施させていただきたいと思います。 

続いて駐在員事務所ですが、こちらも同様でございまして、まずは足元の案件を着実に実施し

ていくことが、駐在員事務所なり支店を開く上での第一歩だと思っておりますので、まず東京か

らではございますが、案件を着実に実施させていただきたいと考えています。 

 

ホジャムハメドフ副首相： 

ありがとうございます。 

 私が期待するところでありますけれども、クレジットを返すということに対して、私どもから

批判をすることはなかろうと思います。経済発展省次官が今日の報告のなかで、非常に速いテン

ポで経済が発展していることを報告いたしました。主に日本企業の協力によって、私たちは新し

い工場を作っておりますし、これからも作ってまいります。すべての製品が輸出志向であります。

それによってトルクメニスタンは、たくさんの外貨収入を得ることができます。したがって、こ

れは非常に経済合理性の高い、４～５年でペイバックするという非常に優良なプロジェクトです。

原料の価格が安いということもプロジェクトのプラス面です。 

 この問題に関してもう一度強調したいのですが、NEXI、JBIC の保険料率が高いということ、

つまりトルクメニスタンにはまだリスクがあると考えておられると思いますが、近い将来、この

問題に関して見直しをしていただけるように期待をするところであります。 

 

吉川恵章 三菱商事㈱常務執行役員中東・中央アジア統括： 

 平素からトルクメンヒミヤ、トルクメンガスの皆様と、これから重要になってくる案件を一緒

に取り組ませていただいておりまして大変感謝しております。副首相閣下に、我々の活動のご紹

介と１つご質問です。 

私自身はドバイにおり、従来、中東・北アフリカの地域を統括している立場ですが、昨年から

中央アジアを中東に入れました。中東・トルコ・中央アジアというブロックで私が見ております。

従来は、どちらかというと欧州、ロシアから中央アジアを見るという形でしたが、今はドバイと

トルコから中央アジアに対して力を入れていこうという戦略です。 

私も昨年の４月以来何度か寄らせていただいておりますが、わずか２時間でドバイから来られ
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ます。それから、いただいた統計を見ておりますと、貿易相手国別として、中国、ロシア、トル

コに次いで４番目に UAE が入っています。UAE には今、日本企業 330 社が出ております。それ

で中東・中央アジア・アフリカのビジネス結節点として、非常に活発な動きをしております。先

ほどの副首相がおっしゃったようなことも含めて、ロジスティックという点で中東と中央アジア

の関係はますます強くなってくるのかなと思っておりますので、我々は今そのようなアプローチ

でこの市場を、期待を込めて見ているということをご紹介させて頂きます。 

 それから、さきほどのお話には出てこなかったですが、やはり私も昨年の４月から中央アジア

の国々を周っておりまして、文化、歴史が非常に豊かな地域だと思っておりますし、日本人にと

ってはシルクロード、東西の起点であり終点であるということで、歴史的にもこの地域にロマン

を感じている方が多いと思います。特に我々の方から見ると、観光資源に非常に恵まれている地

域だと思いますが、その観光にこれからどのように力を入れていかれるのか、副首相閣下にお聞

きできればと思っております。日本は、我々も含め中高年はお金を持っております。この間、小

林さんがこの辺を周られた時に、日本の中高年の夫婦にお会いになったという話も聞きましたが、

そういう方々にとって非常に魅力のある地域になっていくと思うので、是非、世界中を旅行して、

これからいよいよ中央アジアという人たちをターゲットに当てた観光戦略を、我々も協力させて

いただくことができるのかなと思いますので、もしご説明頂ける機会がありましたらよろしくお

願いいたします。 

 

トルクメニスタン側： 

 観光庁の者でございます。観光発展のために、日本企業とお話をしております。９月に大統領

が日本を訪問しましたが、観光庁も昨年９月に日本に参りまして、旅博に参加しました。大統領

が日本を訪問した後に、私たちは JATA（日本観光協会）と情報交換を行っておりまして、協力

をしております。JATA とのコントラクトを近く結ぶ予定であります。それによって、日本から

たくさんの訪問客がこちらへ、そして我々の方からもたくさんの観光客が日本へ行くことになる

と思います。 

 

ホジャムハメドフ副首相：  

 補足いたしますが、もちろん観光分野は私どもにとりまして、国家としてまだ新しい分野でご

ざいます。従いまして、私たちはさらなる努力をしていかなくてはなりません。勉強もしていか

なくてはならないということでしょう。その意味におきましては、議定書にいつも日本企業と協

力をしていく、日本企業に人材の育成を行ってもらうと記載しています。この観光分野におきま

しても、観光国家委員会、またトルクメニスタンの民間の観光企業とも協力をしていただければ

と思うところであります。ありがとうございます。 

 

オヴェゾフ通信大臣： 

 輸送と通信に関する質問ですけれども、石油ガス分野の発展、そしてそれに伴って、鉄道、海

上輸送を発展させることで、日本の皆様にお願いしたいことは、輸送、通信の面でも皆様の参画

をお願いしたいということです。NEC、日立とこれまで会合をしておりますが、各社非常に高い

技術を持っておられます。輸送、通信の野で是非参画していただければと思います。私どもは皆
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様のご提案を真剣に検討させていただきます。通信省はこの分野に興味を持つ企業と協力の用意

があります。通信分野にはたくさんのプロジェクトがあります。すべての機械設備を、基本的に

我々は外から輸入しております。この分野でも、日本の関心のある企業との協力ができればと思

っております。 

 

小林会長： 

副首相閣下から、2030 年までの社会経済発展プログラムというのがあって、今もご指摘されま

したように、さまざまなプロジェクトがあるということですけれども、2030 年までの国家発展プ

ログラムというのは、各々のすべてのプロジェクトが発表、公表されているということでしょう

か。どこにアクセスすれば出てくるのか知りたいのですが。教えていただきたいと思います。 

 

ホジャムハメドフ副首相： 

ご質問ありがとうございます。それは閉会の辞で述べるつもりでしたけれども、今お答えいた

します。昨日、私どもの尊敬する大統領にお会いになったと思いますが、大統領がこの計画につ

いてもお話しになりました。非常に大きな、2020 年までのプロジェクトがあります。また 2030

年までのプロジェクトもございます。これはトルクメニスタン全体の発展計画であります。 

最も重要な課題の一つは、トルクメニスタンを工業国家にすることであります。これはトルク

メニスタンが炭化水素資源を非常に豊富に持っている、たくさんの天然資源、鉱物資源を持って

いる国ではありますが、大統領の計画では、これらをベースに工業を発展させる、付加価値の高

いものを作る、ということが目的でございます。重工業の発展がこのプログラムのなかでも最初

に重要なものとして挙がっているおり、大統領も常に強調しておられます。 

国家、政府は人々のためにある。従いまして、社会問題の解決も重要であります。トルクメニ

スタン全土におきまして、「大きな村」「新しい村」が建設されておりますが、その「新しい村」

におきましても様々な通信手段、インフラが整備されていきます。すべての経済分野で 2030 年

までの発展が計画されています。 

この問題に関して皆様に申し上げたいことは、おっしゃったとおり、これまで議定書におきま

して、戦略発展研究所と ROTOBO との間の協定がありました。この情報ネットワークに関して

はまだ十分に機能していないのかもしれません。私自身も今後きちんとフォローアップをしてい

きたいと思います。情報センターは、トルクメニスタンに関する現在のすべての情報、今後の計

画としての情報、私たちが出していかなければならない課題を明らかにしていく。このサイトに

はすべての企業が入っていけます。そこでトルクメンに関する、すべての様々な情報を手に入れ

ることができる。またトルクメン側も日本に関する情報を得ることができるということが重要で

あります。この問題に関しましては JETRO の皆様にご協力いただくことも重要なのかもしれま

せん。JETRO 単独でやることもよいのかもしれません。トルクメン側も、日本側も、この情報

センターによって情報が得られるようにできればと思っております。 

 

信谷課長： 

 ホジャムハメドフ副首相閣下に１つ質問したいと思います。昨年９月に副首相閣下が経済産業

省の赤羽副大臣を訪問された際に、赤羽副大臣より、政府間の会合を提案いたしました。その際、
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副首相閣下はこの経済合同会議の活用を提案されました。今回はその提案の具体化が間に合わな

かったのですが、次回、この経済合同会議を開催する際には、副首相閣下のご提案に従い、その

機会に合わせて政府間会合を開催させていただきたいと考えております。この点について閣下の

ご意見を頂ければと思います。 

 

ホジャムハメドフ副首相： 

 ありがとうございます。これに関しても閉会の辞で触れるつもりだったのですけれども、実際

に前回、会議があった時に、この問題について触れさせて頂きました。日本の外務次官が来られ

た際にも、本件に関しましてお話しました。なぜならば、トルクメン側からは私ども経済委員会

のメンバーは政府の代表がほとんどであります。もちろん民間の代表もおりますが、日本の側は

すべて民間の代表が委員会を構成しておられます。 

私たちは議定書におきまして、いつも様々な問題、政府間でもありますし、民間でもあります

し、そのすべての問題を書いているわけですけれども、日本の皆様は民間のみが委員会、合同会

議に参加されておりますから、教育とか、スポーツとか、保健とか、そういう問題を、私どもが

議定書に書いた際に、民間の皆様だけでは解決が難しいのかもしれません。東京で経済産業次官

と外務次官とお会いした時にもその問題に触れたのですが、今日、大使閣下もおられますので、

政府の代表の皆様に対して、たとえば次の合同会議におきましては日本側から経済委員会のなか

に日本政府の代表も含んでいただけるようになればと思っております。 

今回の合同会議の後、１週間後くらいになるかもしれませんが、大使を経由して日本政府に対

して公式書簡を出し、本件に関してご検討いただきたいとお願いするつもりであります。政府レ

ベルにおきまして解決できる問題というのは、今の民間の皆様には荷が重すぎると思うところも

あるわけでございます。小林会長と本件に関してお話をいたしました。 

何度も申しますが、日本の皆様は民間の代表、ビジネスマンの方々が本会議に参加されており

ます。日本トルクメニスタン経済合同会議におきまして、時間が限られているということもあっ

て、すべての企業の方々に発言いただけないという状況もあります。従って、例えば半日の間に、

ビジネスマン同士で話ができる合同会議とは別のビジネスフォーラムを開催し、そこで新たにコ

ンタクトを得る、話をするという形にして、もう半日はいわゆる合同会議という形にするのが、

より良いのではないかと私どもは考えております。 

 

小林会長： 

一言、日本側の皆様に申し上げますと、ホジャムハメドフ副首相閣下が相当に重要視されてい

たのが、民間同士のビジネスフォーラムです。東京では大統領閣下が訪日された時に行い、こち

らでもビジネスマンからの様々な説明を行ったということです。従って、官民合同会議のような、

民間同士は民間同士、さらに政府の皆様を入れた形での大きな意見交換の場が欲しいという話が

ずっと継続していると思いますので、信谷課長からそういうお話をして頂いたことは非常に良か

ったと思います。是非とも、お帰りになりましたら、経済産業省、また外務省を含めてご検討い

ただきたいと思います。私どもも経済委員会のなかで考えてまとめたいと思います。今おっしゃ

っているように、大使の方に公式な書簡が届いていると思います。よろしくお願い申し上げます。 
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＜閉会挨拶＞ 

小林会長 

 

 それでは弊会の挨拶を、日本側を代表いたしまして一言申し上げたいと思います。本日は多数

の皆様のご出席のもと、両国の経済協力関係の強化に向けた取り組みにつきまして、双方の代表

者の皆様から大変有意義なご報告をいただきました。また、ご提案もいただきました。さらに、

積極的な意見交換、あるいはご質問の応酬がありました。実りある会議ができたと大変喜ばしく

思っております。本日の会合を通じて日本とトルクメニスタンの経済協力関係が、ますます緊密

化していけることを改めて確認をした次第であります。 

本日の会議ではトルクメニスタンにおける石油ガス、化学工業、エネルギーあるいは電力、ガ

ス、輸送パイプライン、交通・通信インフラ含め、さまざまな分野の現状について説明をいただ

き、協力の可能性、重要性、今後、経済協力の礎を築くために必要な金融、保険による支援にも

期待が示されました。 

両国間の経済関係をなお緊密なものにするために、貴国の査証手続きの簡素化、貴国の経済政

策と経済状況に関する情報提供、貿易投資環境整備の必要性も指摘されました。これらの課題の

具体化や解決には、日本とトルクメニスタン双方の努力が必要でございますので、今後とも両国

間で協議を継続しながら、諸案件の実現に結びつくことを期待しております。引き続き、皆様の

ご協力、ご支援のほど、よろしくお願いしたいと思います。 

昨年９月の日本・トルクメニスタン・フォーラムで調印された約 10 件のビジネス関係の案件が

一日でも早く具体化、あるいは実現するように、両国の経済委員会の協力関係を今後とも強化し、

案件の進捗を見守っていくことが重要でございます。その意味で両国の経済委員会は非常に重要

な役割を果たしていると思っております。従いまして、まずは第 12 回の経済合同会議の開催を日

本で行うことを提案申し上げたいと思います。具体的な時期につきましては両国経済委員会事務

局で検討します。また、先ほど副首相閣下、信谷課長からもお話がありましたように、従来の経

済委員会ではなく、政府側と民間が一緒にあるいは個別に会議を行う、午前と午後に分けるなど

具体的な方法も含め、どのような形の会合にするか、ビジネスフォーラムと経済委員会を分ける

かというようなことについても、公式なご提案をいただいた後、政府としても、民間企業として

もご検討させていただきたいと思います。 

また副首相閣下より、議定書の中身について決定したことが実現できないことは非常にまずい

のではないかというご指摘をいただきました。今後の議定書の在り方について、合意して決定し

たことは実行に移すという方向で、今回は間に合わないかもしれませんが、次回から事務局同士

でもお話しいただいて解決していきたいと思います。 

今回、ホジャムハメドフ副首相閣下はじめ、皆様方に素晴らしい場所での素晴らしい会議を行

うことができましたことを、改めて厚く御礼申し上げたいと思います。最後になりましたが、ト

ルクメニスタンの国家、大統領のご健康、そして国民の皆様のますますのご繁栄、そして日本と

トルクメニスタン両国のさらなる経済協力関係の強化、また友好を祈念いたしまして、私の閉会

のご挨拶とさせて頂きます。ありがとうございました。 
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ホジャムハメドフ副首相 

 

 今回は日本側にとっても、トルクメニスタン側にとっても大変に有益な会議であると確信して

おります。提起された問題というのは、たとえば査証についての問題ですが、私としてもトルク

メニスタン政府のなかでこの問題を提起するということをお約束したいと思います。 

 さて、全体として私もまとめの言葉を申し上げたいのですけれども、日本側もトルクメニスタ

ン側もすべて良い報告であり、内容豊かな報告でありました。すでに質問にはお答えしたわけで

すが、今後、ROTOBO とトルクメニスタン戦略計画・経済発展研究所との協力を深めるという

ことも含めて、日本の企業の皆様には、トルクメニスタン大統領が提起したプログラムの実行に、

より積極的に参加していただきたいです。日本の企業は、世界的な企業であるわけで、たくさん

の情報をお持ちであります。世界のマーケットについての情報、つまり、世界の需要について、

どこが余剰なのか、どこが不足しているのかという情報をたくさん持っていらっしゃいますし、

常に分析を行っていらっしゃるのが日本企業であります。我が国の組織、団体にまだまだ足りな

い点であると思います。 

そういう意味でも日本の企業の皆様に呼びかけたいと思います。世界市場を分析していらっし

ゃる皆様、そして何よりまず地域の状況、トルクメニスタンが含まれる地域の状況にも精通して

いらっしゃる皆様には、独自の提案をしていただきたいと思います。どのような工場、どのよう

な製造設備をトルクメニスタンに建設できるのか、そして良い付加価値を持つ製品を、どうすれ

ば作れるのかというご提案をしていただきたいと思います。 

また日本企業の皆様に対して呼びかけたいことは、トルクメニスタンとの合弁企業を作りまし

ょうということでございます。トルクメニスタンの国営企業、国の機関、民間企業、どことでも

結構ですので、合弁企業を作りましょう。伊藤忠様がおっしゃったように、たとえばこのプラス

チック、合成樹脂に関する世界的な販売リーダーということでいらっしゃいます。そうしますと、

我が国が完成品を作るということになれば、地域のマーケット、そして近隣のマーケットに合弁

企業の製品を供給するということになります。もちろん、皆様のブランド名で、ということが希

望でございます。こういった方向での協力について、私たちは常に取り組んでいく用意がありま

す。あくまでも例として具体名を挙げただけでございまして、国際市場できちんと落ち着いて競

争ができるという製品に関して、どのような製品でも大歓迎でございます。たとえばコストに関

しましても、我が国国内での製造であれば、製造コストもそれほど高いものにならないと思いま

す。天然ガス、電力、その他の通信・輸送インフラに関しましても、特に輸送・通信インフラに

関しても、かなり安価であると思います。そういった安価な条件、原料を活用して、日本ブラン

ドとして作って外に出せば、きちんとした需要があると思うわけです。 

 また他にも申し上げたいことがあります。議定書にも書いたことですが、人材の育成という点

です。トルクメニスタン側に対しても、日本企業に対しても呼びかけたいと思います。たとえば

工場建設についての契約書に調印する場合、人材育成を必ず契約書に含めるべきであります。工

場建設というと、たとえば４年かかるわけであります。４年あれば立派に教育できます。日本で

良い専門家を育成できると思うわけです。10～15 人の専門家を日本において育成できると思いま

す。そういう人たちがエンジニアとなって、新しい国内工場に戻ってくる、そして仕事をすると

いうことが大切でございまして、他の国々ともそういった関係を持って維持しておりまして、他
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の国々は政府による奨学金を支給するという形を行っております。トルクメニスタンの人々に外

国の政府が奨学金を出してくれて、外国で勉強しているという実績がすでにあります。したがい

まして、日本政府を代表する方にも、また日本の民間企業の方にもアピールしたいと思うわけで

す。つまり、日本の大学において我が国の専門家を育成し、また日本の専門家育成コースで我が

国の専門家を育成していただきたいということでございます。 

 そして、もう一つの問題を提起したいと思います。アシガバート市内を視察なさった方がいら

っしゃると思います。自動車で一番多いのは日本の自動車です。しかしその売上高、日本との貿

易高を見てみますと、自動車はほとんど含まれていないわけです。自動車は主にアラブ首長国連

邦から入ってきます。日本車であっても、そういったところから入ってきます。またエレクトロ

ニクス、その他の機器というものも日本の製品が違う国から入ってきます。ですから日本の商社

さんに呼びかけたいのですけれども、我が国において、ディストリビューターを開設してほしい

と思います。あるいは、ディストリビューターは諸外国にいたままだとしても、我が国でディー

ラー網を開設してほしいと思います。そうすれば、直接日本のメーカーから買うことができるよ

うになり、両国間の貿易高も自然と拡大していくと思います。自動車に限るわけではございませ

ん。家電に関しても、エレクトロニクスに関しても、日本製品というのは実際たくさん我が国で

使われているわけです。したがって、もっと緊密な形で、この分野で仕事をしていただきたいと

思います。 

 また、合意文書に関して、昨年の９月に私たちの尊敬する大統領が訪日した際、文書をいくつ

も調印されまして、日本の尺度からすれば、その時からあまり時間は経っていないということに

なるかもしれませんけれども、私たちは急いでいます。すべてのプログラムをきちんと実行した

いと思っておりますので、合意文書、合意事項、契約に関しては、早く実行に移してほしいと、

どうしても思うわけでございます。３つの契約は既にワークしております。硫酸製造に関して、

そしてポリプロピレン、ポリエチレンの製造に関しては起工式をすでに行っておりまして、３つ

のメーカーともにかなり機動力が高くなっておりまして、あとはクレジット・アグリーメントを

調印すれば、実際に動き出すと思います。そして３つ目でありまして、おそらく今月には契約調

印できるかと思いますが、カルバミドの製造工場です。つまり三菱との肥料の製造プロジェクト

ということです。若干、進捗具合が緩やかであるのが、ディーゼル燃料の製造であります。スピ

ードアップしたいものは他にもありまして、メモランダムを調印したものがあります。合成石油

の製造でありまして、トルクメンネフチと、確か住友さんとのお話です。この点に関しましては、

この問題の検討が少し先延ばしされてしまっておりますので、住友さんにはスピードアップして

ほしいと思います。 

 さて、全体として見ますと、まとめということになりますが、皆様に御礼申し上げたいと思い

ます。今回の会議にこれだけの立派な代表団を送って下さった皆様、世界有数の企業の皆様に参

加していただいており、感謝しております。今後も活発に参加していただきたいと思います。私

自身は常に皆様をサポートしており、トルクメニスタン政府において対日関係の責任者となって

おりますので、皆様のどのような提案、プロジェクトであっても常にサポートし、その実現をお

手伝いしたいと思うわけであります。また、トルクメニスタン側の諸官庁の皆様にも感謝をして

おります。今後の協力が進み、そして契約の数が増えると思っております。また JBIC の利率が

下がることも期待しています。どうもありがとうございます。 


